
（別記） 

令和６年度美濃市農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

本市は、市南部の平坦地（中央地区）を中心とし、水田としての利用は種子用水稲と主

食用水稲の作付が主となっている。転換作物では、市外の畜産農家による飼料作物のほ

か、個人農家が作付する一般作物の野菜の作付割合が高い。 

 こうした中、近年の農業者の高齢化や後継者不足に伴う離農により、農家戸数の減少や

不作付地の拡大が深刻な問題となっており、水田を維持していくためには、担い手への更

なる農地集積が望まれるところであり、担い手（集落営農組織等を含む）の確保が大きな

課題となっている。 

 また、主食用米の需要が年々減少していることから、水田を現状のまま有効利用できる

新規需要米への作付転換等により、水田の維持と多面的利用を推進する必要がある。 
 
２ 高収益作物の導入や転換作物等の付加価値の向上等による収益力 

強化に向けた産地としての取組方針・目標 
 
 本市は有害鳥獣の被害も多く、傾斜地も多い中山間地域であるため、小規模農地や条件
不利の農地も数多く存在する。水稲作付に不向きな農地においては、高収益作物や転換作
物への転換を推進する。これらの作物については、戦略作物助成および産地交付金を活用
し、引き続き取り組みを支援する。特に地域ブランド野菜への助成には配分枠を優先的に
活用し、地域ブランド力の向上および作付け面積の拡大を図る。 
 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

 本市では比較的大きな水田が集まる地域においても、担い手農家への農地集積が進んで

いないため、農事組合法人や大規模農家への農地の集約・集積を積極的に推進していく。 

また、営農計画書の記載を確認し、数年間連続で水稲以外の作付を行っている農地に関

しては、現地見回りや耕作者への聞き取りを行う。そこで畑地化の意向があれば、畑地化

支援事業を活用した畑地化を促したり、水稲とのブロックローテーションを提案する。 

他にも、揚水施設の老朽化や用排水路の維持管理の問題で、水稲作付が難しい水田につ

いては気候や土壌に合う畑作物の作付や畑地化を検討していく。 

４ 作物ごとの取組方針等  

（１）主食用米 

集荷業者の意向及び需要動向に応じた、売れる米作りの徹底と新規栽培品種の導入によ

り、米の産地として定着させるとともに、今後も種子用水稲の生産を維持しながら、外食

ニーズにも対応した業務用米の生産と安定的な取引の推進を図る。 

 

（２）飼料作物 

 水稲作付に不向きな水田では畜産農家が飼料作物を作付けしており、戦略作物等助成で

継続して支援を続ける。 

 

（３）地力増進作物 

連作障害の回避やブロックローテーションの維持等を目的とした地力増進作物の作付け

に対して、支援を行う。 

 



（４）高収益作物 

円空さといも、仙寿菜、夏秋なすを地域のブランド野菜とし、さといも、なす、いち

ご、さつまいもを地域特産振興作物として位置付け、産地交付金を有効に活用して高収益

作物の作付面積を拡大し、農家所得の向上を図る。 

 その他の地域振興作物は、地域の特産化を図る候補作物として、取組を支援する。 

 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり 
 

 ※ 農業再生協議会の構成員一覧（会員名簿）を添付してください。 



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等

（単位：ha）
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６　課題解決に向けた取組及び目標

円空さといも （令和5年度） 0.43 ha （令和8年度） 0.5 ha

仙寿菜 （令和5年度） 0.09 ha （令和8年度） 0.1 ha

夏秋なす （令和5年度） 0.47 ha （令和8年度） 0.5 ha

合計 （令和5年度） 0.99 ha （令和8年度） 1.1 ha

さといも （令和5年度） 0 ha （令和8年度） 0.26 ha

なす （令和5年度） 0.06 ha （令和8年度） 0.06 ha

いちご （令和5年度） 0.14 ha （令和8年度） 0.14 ha

さつまいも （令和5年度） 0.27 ha （令和8年度） 0.94 ha

合計 （令和5年度） 0.47 ha （令和8年度） 1.4 ha

3 野菜（基幹作） 野菜等への助成 面積 その他野菜 （令和5年度） 2.9 ha （令和8年度） 2.9 ha
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７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：　岐阜県

協議会名：　美濃市農業再生協議会

1 地域ブランド野菜への助成 1 16,000 円空さといも、仙寿菜、夏秋なす

円空さといもは、円空さといも生産組合の組合員であること。
仙寿菜は、美濃仙寿菜生産組合の組合員であること。
夏秋なすは、中濃夏秋茄子生産出荷組合の組合員であるこ
と。

2 　地域特産振興作物への助成 1 11,000 さといも、なす、いちご、さつまいも

さといもは、円空さといも生産組合の組合員以外の者である
こと。
なすは、中濃夏秋茄子生産出荷組合の組合員以外の者であ
ること。対象作物を出荷、販売する目的で作付けること。

3 野菜等への助成 1 9,000 野菜
作目は別紙１内に記載のある品目であること。
対象作物を出荷したことが証明できること。

対象作物
※３

取組要件等
※４
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理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してくださ
い。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。


